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３月２６日当日、久保木さんの最終乗務の出迎えで撮影された人は、久保木さん本人、

奥さん、娘さんとその子供、東海労・西労組合員・ＯＢ、他労組組合でした。

私たちの組合員が写した写真は当日、現像していないにもかかわらず、その日のうち

に森田ユニオン関西地本委員長から、写真に写っていたユニオン組合員に「写真に写っ

ているから、情報等に載せないように東海労の責任者に伝えてくれ」と電話がありまし

た。

この時点で「写真に写っていること」を知っているのは、唯一上田助役が撮影した写

真データしかありません。

即ち、この写真の内容を知っているのは今泉総務科長をはじめとした会社・管理者し

かいません。

また、当日ホームの監視に来ていたのは上田助役、岡助役、森浦助役と駅の管理者で

した。

以上の状況から森田委員長にデータの内容を含めて、ユニオン組合員が出迎えに来て

「写真に写っている」と伝えたのは会社・管理者以外他に誰がいるというのでしょう

か！？

今田分会長がそのことを植西助役に尋ねたら「ホームのお客さんが、森田に連絡した

かもしれんやないか」と苦し紛れの「いい訳」に終始していました。


